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【
経
済
学
部
】

内
山

哲
朗
教
授

「
社
会
運
動
論
」
経
済
学
部

長
、
20
年

作
間

逸
雄
教
授

「
経
済
数
学
」
42
年

鈴
木

章
俊
教
授

「
経
済
思
想
」
８
年

村
上

俊
介
教
授

「
現
代
市
民
社
会
論
」
社
会
科

学
研
究
所
長
、
35
年

【
経
営
学
部
】

笠
原

伸
一
郎
教
授

「
国
際
経
営
論
」
経
営
研
究
所

長
、
29
年

川
﨑

誠
教
授

「
日
本
語
学
」
31
年

【
商
学
部
】

上
田

和
勇
教
授

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
保

険
」
大
学
院
商
学
研
究
科
長
、

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
長
、
体
育
部
長
、
39
年

髙
原

隆
明
教
授

「
生
物
科
学
」
40
年

【
文
学
部
】

大
谷

正
教
授

「
日
本
近
代
史
」
39
年

坂
野

明
子
教
授

「
英
米
・
英
語
圏
文
学
」
図
書

館
長
、
26
年

樋
口

映
美
教
授

「
ア
メ
リ
カ
の
人
種
と
政
治
」

文
学
部
歴
史
学
科
長
、
18
年

松
下

知
紀
教
授

「
英
米
・
英
語
圏
文
学
」
35
年

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
】

本
江

渉
准
教
授

「
会
計
シ
ス
テ
ム
」
41
年

【
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
】

寺
尾

格
教
授

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
」
外
国

語
教
育
研
究
室
長
、
33
年

【
法
科
大
学
院
】

野
村

秀
敏
教
授

「
民
事
訴
訟
法
学
」
12
年

依
願
退
職
・

任
期
満
了

３
月
31
日
付

※
カ
ッ
コ
は
在
職
年
数

【
経
済
学
部
】

野
口

旭
教
授
（
33
年
）

【
経
営
学
部
】

鈴
木

祥
平
助
教
（
２
年
）

【
商
学
部
】

孫

維
維
助
教
（
３
年
）

【
文
学
部
】

濱
崎

加
奈
子
准
教
授
（
８
年
）

福
島

大
我
助
教
（
１
年
）

山
田

昭
子
助
教
（
３
年
）

長
野

智
子
特
任
教
授
（
２
年
）

上
田
和
勇
商
学
部
教
授

１
月
15
日

寺尾格国際コミュニケーション学部

教授＝３月16日

最 終 講 義

　
体
調
を
く
ず
し
て
仕
事
や
授
業
を
休
ん

だ
り
遅
刻
や
早
退
を
す
る
こ
と
は
、
誰
に

で
も
起
こ
り
え
ま
す
。
自
ら
の
健
康
を
管

理
し
、
休
ま
ず
出
勤
・
出
席
し
て
い
る
人

は
称
賛
に
あ
た
い
し
ま
す
が
、
健
康
上
の

理
由
で
休
む
こ
と
は
決
し
て
非
難
さ
れ
る

べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
、

持
病
を
か
か
え
つ
つ
努
力
し
て
仕
事
や
勉

学
に
と
り
く
ん
で
い
る
人
も
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
人
の
体
調
に
つ
い
て
、「
ど
こ
が
悪
い

の
か
」
と
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
こ
と

に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
何
回
も
繰
り

か
え
し
休
ん
で
い
る
場

合
な
ど
、
事
情
を
知
り

た
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と

き
は
、
他
の
人
の
い
な

い
と
こ
ろ
で
、
話
せ
る

範
囲
内
で
話
し
て
も
ら

う
。
聞
い
た
こ
と
は
他

言
し
な
い
こ
と
を
本
人
に
も
伝
え
、
そ
れ

を
守
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
か
と
思
い
ま

す
。

　
現
在
も
大
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
若
者
で

あ
る
と
い
う
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
大
学
と
は
本
来
、
年
齢
に
関
わ
ら

ず
、
学
問
を
志
す
人
が
あ
つ
ま
る
場
所
で

す
。
教
員
は
学
生
に
教
え
る
と
い
う
立
場

に
あ
る
と
は
い
え
、
人
と
し
て
は
対
等
で

す
。
学
生
に
対
す
る
と
き
、「
も
し
も
相

手
が
自
分
よ
り
も
年
長
で
あ
っ
て
も
そ
の

言
葉
を
、
そ
の
口
調
で
発
す
る
だ
ろ
う

か
、
そ
の
態
度
を
と
る
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
問
い
を
念
頭
に
置
い
て
み
る
と
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
相
手
に
対
し
て
ほ
ど
よ
い
距
離
を
保

ち
、
相
手
の
状
況
に
つ
い
て
想
像
力
を
は

た
ら
か
せ
る
こ
と
が
、
誰
も
が
快
適
な
キ

ャ
ン
パ
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
第
一
歩
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
廣
瀬
　
玲
子
）

立
場
は
ち
が
っ
て
も

人
と
し
て
は
対
等

　
学
生
の
指
導
に
尽
力
し
、
研
究
に
情
熱
を
注
い
で
こ
ら

れ
た
教
員
15
人
が
今
春
、
定
年
退
職
を
迎
え
る
。

※
氏
名
、
主
な
担
当
、
主
な
役
職
、
勤
続
年
数

定年退職定年退職15人が教壇に別れ15人が教壇に別れ
　
東
京
で
震
度
５
強
の
地
震
が
発
生

し
た
時
、
神
田
６
号
館
の
理
事
長
室

に
い
ま
し
た
。
創
立
者
・
田
尻
稲
次

郎
先
生
揮
毫
の
「
士
魂
商
才
」
の
額

が
落
ち
そ
う
な
の
で
両
手
で
押
さ
え

て
い
る
と
、
テ
レ
ビ
が
台
か
ら
落
ち

て
き
ま
し
た
。
揺
れ
が
あ
と
１
分
続

く
と
６
号
館
も
危
な
い
と
思
っ
た
ほ

ど
で
し
た
。

　
当
日
は
、
帰
宅
で
き
な
い
学
生
、

教
職
員
、
一
般
の
人
な
ど
約
２
７
０

人
が
構
内
で
一
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。
千
代
田
区
と
の
協
定
で
非
常

食
、
飲
料
水
等
を
学
内
に
備
蓄
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
助
か
り
ま
し
た
。

火
災
が
起
き
た
ら
、
構
内
で
夜
を
過

ご
し
て
い
る
学
生
た
ち
を
ど
う
避
難

さ
せ
る
の
か
と
案
じ
な
が
ら
、
コ
ー

ト
に
く
る
ま
っ
て
理
事
長
室
で
夜
明

け
を
待
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
害
は
甚
大
で

し
た
。
神
田
５
号
館
、
生
田
２
・
３

号
館
は
使
用
不
能
と
な
り
、
建
て
直

す
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
創
立
１
４

０
年
に
向
け
た
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
を

修
正
し
、
財
政
計
画
を
練
り
直
し
ま

し
た
。
専
修
大
学
１
４
０
周
年
記
念

事
業
は
、
昨
年
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援

に
よ
り
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
神
田
に
竣
工
し
た
１
４
０
年
記

念
館
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
い
ま

だ
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
状

態
で
す
が
、
今
後
「
知
の
発
信
」
の

拠
点
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
建
物
に
は

大
き
な
損
傷
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
津
波
に
よ
っ
て
地
域
社
会
に
甚

大
な
人
的
・
物
的
被
害
が
生
じ
、
大

学
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
変
し
ま
し

た
。
大
学
の
心
臓
の
鼓
動
で
も
あ
る

入
学
志
願
者
数
は
激
減
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
の

責
務
と
し
て
、地
震
直
後
か
ら
救
済
・

復
興
支
援
の
基
地
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、
入
学
定
員
の
充
足

も
あ
と
一
歩
と
い
う
段
階
に
ま
で
回

復
し
て
き
て
い
ま
す
。
３
月
11
日
に

は
、
東
日
本
大
震
災
10
年
イ
ベ
ン
ト

「
竹
こ
も
れ
び
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

発
信
さ
れ
ま
し
た
。
鎮
魂
の
祈
り

は
、
共
存
と
発
展
へ
の
祈
り
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
に
あ
っ
て
大
学
運
営
も
非
日

常
の
連
続
で
す
。
難
局
に
屈
す
る
こ

と
な
く
、
オ
ー
ル
専
修
の
力
を
結
集

し
、
本
学
の
存
続
・
発
展
を
期
す
所

存
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

学
校
法
人
専
修
大
学
理
事
長

日
髙

義
博

専修大学・石巻専修大学「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

TEL : 03・3265・3157　E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp専修大学募金局

　皆さまのご支援・ご協力を
お願いいたします。 詳細は

ＱＲコードから▶

税
理
士
試
験
合
格

卒
業
生
へ
お
願
い

　
本
学
出
身
の
会
計
士
・
税

理
士
の
会
で
あ
る
専
修
大
学

会
計
人
会
（
榎
本
恵
一
会

長
）
で
は
、
２
０
２
０
年
度

税
理
士
試
験
に
合
格
し
た

（
一
部
科
目
合
格
も
含
む
）

卒
業
生
の
情
報
を
求
め
て
い

ま
す
。

　
合
格
者
の
方
は
校
友
会
事

務
局（
☎
03
・
３
２
６
５
・
７

５
７
９
、E-mail

‥koyuka@

acc.senshu-u.ac.jp

）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

の
３
月
11
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
10
号
館
１
階
広
場
で

「
第
８
回
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
フ
ェ

ア
（
ミ
ニ
版
）」
を
開
催
し

た
。

　
本
学
の
「
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
」
の
受
講
生

や
一
般
学
生
、
教
職
員
ら
が

参
加
。
消
防
士
か
ら
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
重
い
ホ
ー

ス
を
抱
え
て
放
水
を
行
っ
た

り
、
数
人
で
組
ん
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
を
体
験
し
た
。

　
１
階
フ
ロ
ア
で
は
学
生
部

と
Ｓ
Ｋ
Ｖ
（
専
修
神
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
が
、
東
日
本
大

震
災
発
生
直
後
の
２
０
１
１

年
４
月
か
ら
続
け
て
い
る
宮

城
県
石
巻
市
な
ど
で
の
活
動

を
記
録
し
た
パ
ネ
ル
や
防
災

グ
ッ
ズ
を
展
示
し
た
。

　
Ｓ
Ｋ
Ｖ
代
表
の
只
野
尚
希

さ
ん
（
法
３
）
は
、
宮
城
県

登
米
市
出
身
。
小
学
６
年
生

の
時
、
東
日
本
大
震
災
を
経

験
し
た
。「
今
後
は
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
あ
っ
た
救
命
方
法

や
避
難
所
運
営
が
必
要
。
防

災
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
に
取
り
組
む
参
加
者

飛
沫
防
止
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
設
置
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊

急
支
援
奨
学
金
な
ど
に
つ
い

て
支
援
を
行
っ
た
。

会
は
昨
年
、
中
止
と
な
っ
た

支
部
懇
談
会
経
費
の
一
部
３

０
０
０
万
円
を
学
生
支
援
に

充
て
る
こ
と
を
決
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
教
科
書

購
入
時
の
送
料
及
び
代
引
き

手
数
料
の
支
援
、
図
書
館
な

ど
へ
の
非
接
触
型
検
温
器
や

育
友
会
が
学
生
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　
育
友
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

学
生
支
援
を
実
施
し
、
２
月

26
日
、
新
澤
千
佳
子
会
長
か

ら
、
日
髙
義
博
理
事
長
、

佐
々
木
重
人
学
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
た

写
真
。
育
友

ＳＫＶ企画を説明する只野代表

Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
フ
ェ
ア
を
開
催

Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
フ
ェ
ア
を
開
催


